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日
本
人
旅
行
者
数
３
０
０
万
人
の
回
復
目
指
す

事
態
打
開
へ
民
間
ベ
ー
ス
で
日
韓
協
力
を
推
進

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
幹
部
・
訪
韓
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
J
A
T
A
は
2
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
日
程
で
、菊
間
潤
吾
会
長
を
団
長
と
す
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
韓
国
へ
派
遣
し
ま
し
た
。韓
国
文
化
体
育
観
光
部
、韓
国
観
光
公
社（
K
T
O
）、韓
国
一
般
旅

行
業
協
会（
K
A
T
A
）な
ど
と
協
議
を
行
い
、2
0
1
4
年
の
訪
韓
日
本
人
旅
行
者
数
を

3
0
0
万
人
ま
で
回
復
さ
せ
る
た
め
、両
国
の
関
係
者
が
努
力
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま

す
。ソ
ウ
ル
で
の
公
式
行
事
の
後
、
山
と
済
州
島
で
も
視
察
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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今
回
の
訪

韓
団
は
、
昨

年
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
韓

国
へ
の
日
本

人
旅
行
者

の
回
復
と

2
0
1
5
年

の
日
韓
国
交

正
常
化
50
周

年
を
見
据

え
、
韓
国
側
の
関
係
者
ら
と
の
相
互
協
力
を
深

め
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
訪
韓
団
に

は
、
韓
国
旅
行
の
販
売
に
決
定
権
を
持
ち
、
実

際
に
販
売
に
関
わ
っ
て
い
る
大
手
旅
行
会
社
の

経
営
幹
部
を
は
じ
め
、
海
外
旅
行
担
当
役
員
、

J
A
T
A
・
K
A
T
A
観
光
W
G
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
18
人
が
参
加
。
韓
国
側
の
観
光
関
係
者
と

の
協
議
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ソ
ウ
ル
や

山
、
済
州
島
の
行
政
関
係
者
な
ど
と
も
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

歓
迎
ム
ー
ド
の
醸
成
を
韓
国
側
に
要
望

日
本
側
は
韓
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
展
開
へ

　

日
韓
双
方
に
よ
る
協
議
や
意
見
交
換
の
結

果
、
⑴
2
0
1
4
年
は
前
年
よ
り
1
割
多
い

3
0
0
万
人
の
訪
韓
日
本
人
旅
行
者
を
送
客
で

き
る
よ
う
、
両
国
関
係
者
が
努
力
す
る
、
⑵
韓

国
側
で
国
や
行
政
の
ト
ッ
プ
が
日
本
人
旅
行

者
を
歓
迎
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
歓

迎
ム
ー
ド
を
作
る
と
同
時
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
ク
ー
ポ
ン

な
ど
の
具
体

的
な
歓
迎
策

を
講
じ
る
こ

と
に
つ
い
て

前
向
き
に
検

討
す
る
、
⑶

日
本
側
で
は

K
T
O
と
協

力
し
、
訪
韓

団
に
参
加
し

た
旅
行
会
社
を
は
じ
め
J
A
T
A
会
員
各
社
が

早
期
に
韓
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
旅
行

需
要
の
喚
起
を
図
る
、
⑷
韓
流
や
韓
国
エ
ス
テ

に
代
わ
る
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
や
韓
国
で
し
か

体
験
で
き
な
い
旅
行
商
品
素
材
を
開
発
し
、
韓

国
の
新
た
な
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
商
品

企
画
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
、

と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
合
意
・
確
認
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
J
A
T
A
と
K
A
T
A
は
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
や
地
方
都
市
観
光
の
商

品
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
な
ど
の
造
成
を
行

い
、
新
た
に
魅
力
あ
る
商
品
を
開
発
し
て
い
く

こ
と
で
も
合
意
し
ま
し
た
。

菊
間
会
長
、
ソ
ウ
ル
市
長
と
も

会
談

　

さ
ら
に
、
2

月
5
日
午
後
に

行
わ
れ
た
ソ
ウ

ル
特
別
市
の
パ

ク
・
ウ
ォ
ン
ス

ン
市
長
へ
の
表

敬
訪
問
で
、
同

市
長
は
「
日
韓

両
国
の
交
流
が
大
切
で
あ
り
、
多
く
の
日
本
人

観
光
客
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り
、

「
楽
し
く
感
動
で
き
る
旅
行
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
地
域
の
開
発
、

お
勧
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
な
ど
を
実
現
す
る

た
め
、
J
A
T
A
と
の
共
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
実
施
し
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
菊
間
会
長
は
「
韓
国
の
各
地

の
行
政
や
K
A
T
A
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て

事
態
の
改
善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
熱

い
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
伝
え
ま
し

た
。

　
J
A
T
A
・
K
A
T
A
意
見
交
換
会
で
は
、

K
A
T
A
の
ヤ
ン
・
ム
ス
ン
会
長
が
「
訪
韓
日

本
人
旅
行
者
数
の
減
少
が
続
け
ば
、
日
本
各
地

と
韓
国
を
結
ぶ
航
空
路
線
で
の
輸
送
力
も
小
さ

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
」
と

懸
念
を
表
明
し
、
「
韓
国
向
け
旅
行
商
品
の
販

売
に
も
力
を
入
れ
て
も
ら
い
、
両
国
間
の
交
流

活
発
化
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
要
請
。
菊
間
会

長
は
「
現
在
の
ム
ー
ド
を
変
え
ら
れ
る
の
は
、

わ
れ
わ
れ
旅
行
会
社
し
か
な
い
。
今
年
度
を
昨

年
度
と
違
う
年
に
す
る
た
め
、
政
府
に
頼
ら
ず

民
間
の
力
で
事
態
を
打
開
し
た
い
」
と
応
じ
て

い
ま
す
。

　
2
0
1
3
年
の
日
本
人
出
国
者
数
は
前
年
比

5
・
5
％
減
の
1
7
4
7
万
人
（
法
務
省
速
報

値
）
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
韓
国
観
光
公
社

に
よ
る
と
、
韓
国
を
訪
れ
た
日
本
人
旅
行
者
数

は
同
21
・
9
％
減
の
2
7
5
万
人
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

　
J
A
T
A
で
は
昨
年
11
月
、
こ
う
し
た
事
態

の
改
善
に
向
け
て
、
韓
国
一
般
旅
行
業
協
会
と

J
A
T
A
・
K
A
T
A
観
光
促
進
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
W
G
）
を
発
足
さ
せ
、
K
T
O
の

協
力
に
よ
り
韓
国
へ
の
旅
行
需
要
の
回
復
策
を

協
議
し
て
き
ま
し
た
。

④ブダペストから、空路シェンゲン協定実施国を経て帰国する場合も、免税手続きはブダペストで
　行う。　これ正しい？

ソウル特別市のパク市長を囲む訪韓ミッションの一行

JATA・KATA意見交換会で発言するヤン KATA会長（右）

ソウル特別市のパク市長（左）に記念品を
手渡す菊間会長
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和
歌
山
市
で
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
役
員
会
開
催

各
支
部
長
と
意
見
交
換
や
関
西
観
光
関
係
者
と
も
交
流

台
湾
で
総
合
旅
程
管
理「
海
外
実
地
研
修
」を
実
施

⒈
受
講
資
格
・
受
付
方
法
・
研
修
内
容
等
の
詳
細

は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
受
講
案
内
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jata-net.or.jp/sem

inar/traini
ng/guide/pdf/h26_kanrisya.pdf

⒉
受
講
願
書
受
付

⑴
窓
口
受
付

◇
期
間
：
平
成
26
年
４
月
２
日
（
水
）
と
３
日
（
木
）

の
２
日
間

10
時
か
ら
17
時
ま
で
（
12
時
か
ら
13
時
を
除
く
）

◇
場
所
：
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
本
部

事
務
局

⑵
郵
送
受
付  

◇
期
間
：
平
成
26
年
４
月
３
日
（
木
）
ま
で
の
消

印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す

◇
送
付
先
：
〒
１
０
０
│
０
０
１
３
　
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
３
│
３
│
３ 

全
日
通
霞
が
関
ビ

ル
　
一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
　
研
修
・

試
験
部
　
管
理
者
研
修
受
付
係

※

受
講
願
書
は
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
「
総
合
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
研
修
」
の
開
催
に
つ
い
て

（
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
で
科
目

一部
免
除
を
受
け
る
た
め
の
研
修
）

お問い合わせ

株式会社カーニバル・ジャパン
観光庁長官登録旅行業第1942号

クルーズ販売に必要な知識が習得できる！
売り上げUPに貢献できる！ 受講料無料！

プリンセス・アカデミー開講中プリンセス・アカデミー開講中
〒104-0061 東京都中央区銀座6-2-1 Daiwa銀座ビル6F
TEL：（03）3573-3610 FAX：（03）3573-3607
supportjapan@carnivaljapan.com　http://www.princesscruises.jp
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J
A
T
A
は
2
月
10
日
、
和
歌
山
市
の
ダ
イ

ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌
山
で
J
A
T
A
役

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
全
国
旅
行

業
協
会
（
A
N
T
A
）
主
催
に
よ
る
「
第
10
回

国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
和
歌
山
」

に
合
わ
せ
て
役
員
会
を
開
く
と
同
時
に
、
役
員

と
各
支
部
長
と
の
意
見
交
換
会
と
、
関
西
観
光

関
係
者
と
の
交
流
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
各
支
部
長
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
各
支
部

長
が
、
（
1
）
会
員
企
業
の
社
員
向
け
研
修
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
、
（
2
）
地
域
の
観
光
施

策
と
連
携
し
た
海
外
・
国
内
・
訪
日
旅
行
の
活

性
化
な
ど
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
基

本
と
す
る
事
業
の
強
化
、
を
要
請
。
J
A
T
A

本
部
か
ら
は
、
今
年
9
月
に
開
催
さ
れ
る
第
1

回
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
の
成
功
に

向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
部
と
支
部
が
連
携

し
て
「
オ
ー
ル
J
A
T
A
」
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
」
で
企
画
・
運
営
で
き
る
よ
う
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　
関
西
観
光
関
係
者
と
の
交
流
会
に
は
、
近
畿

運
輸
局
の
大
久
保
仁
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
同

運
輸
局
の
担
当
者
、
兵
庫
・
滋
賀
・
和
歌
山
の

各
県
か
ら
観
光
担
当
者
、
新
関
西
国
際
空
港
株

式
会
社
の
福
島
伸
一
会
長
と
安
藤
圭
一
社
長
、

春
田
謙
副
社
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

菊
間
会
長
が
国
内
観
光
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
登
壇

　
J
A
T
A
の
菊
間
潤
吾
会
長
は
2
月
11
日
、

国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。

　
「
観
光
振
興
と
未
来
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
菊
間

会
長
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
観
光
交
流
拡
大
の

意
義
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
の
開

催
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

⑤フォーミュラ・ワン（F-1）レースは、ハンガリーでも開催される。
　これ正しい？

　
J
A
T
A
研
修
・
試
験
部
は
1
月
21
日
か
ら

24
日
ま
で
、
2
0
1
4
年
度
総
合
旅
程
管
理

「
海
外
実
地
研
修
」
を
台
湾
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
・
福
岡
・
沖
縄
発
の

5
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
実
地
研
修
に
は
、
総
合

旅
程
管
理
研
修
を
修
了
し
た
受
講
者
及
び
受
講

予
定
者
26
人
が
参
加
し
、
実
務
経
験
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
他
人
の
添
乗
業
務
を
見
る

こ
と
で
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
確
認
で
き
た
」

「
少
人
数
で
1
日
の
添
乗
を
行
う
内
容
は
、
将

来
の
添
乗
業
務
に
向
け
心
強
い
も
の
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

台北桃園国際空港でブリーフィングを受ける実地研修の参加者ら


